
神宮前六丁目地区まちづくり意見交換会

渋谷区まちづくり課

平成27年12月4日
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本日の意見交換会の内容

Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ

Ⅱ これまでのまちづくりの経緯

Ⅲ まちづくりの再検討について

Ⅳ 地区計画の見直しについて

Ⅴ これからの予定

Ⅵ 意見交換
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Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ
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Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ
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まちづくりの機運

■明治通り拡幅の本格化

■再開発準備組合の結成

■東京五輪の開催決定

まちづくりの

再検討の必要



Ⅱ これまでのまちづくりの経緯
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Ⅱ これまでのまちづくりの経緯（振り返り）
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平成14年3月
表参道地区計画都市計画決定

平成14年4月

神宮前四丁目高度利用地区および第一種市街地再開発事業
都市計画決定（表参道ヒルズ）

平成17年3月
神宮前五・六丁目地区計画都市計画決定

平成24年7月
神宮前地区まちづくり指針策定

平成25年3月
補助164号線都市計画変更
神宮前一・三・四丁目地区計画都市計画決定



Ⅲ まちづくりの再検討について
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Ⅲ まちづくりの再検討について（経緯〔過年度〕）
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平成19年～
明治通り拡幅事業に併せ、老朽建物の集積や変形五叉路などの課題解決

のため、東京都が中心となり、再開発の検討が開始される

平成25年～
「神宮前地区まちづくり指針」などを踏まえ、地区内地権者の合同によ

る勉強会が改めて発足。課題解決に加え、にぎわい創出など、新たに定

められた指針に沿った再開発の検討を開始

この間、「神宮前地区まちづくり指針」が策定されるなど、神宮前地区全体のまちづくりが進展する

平成26年～
検討の深化を踏まえ、再開発準備組合の結成のため、

立ち上げ準備会（準備会）を結成する。



Ⅲ まちづくりの再検討について（経緯〔本年度〕）
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平成27年7月
準備会より、原宿神宮前まちづくり協議会に対し、

再開発計画の概要について説明

平成27年8月
地権者から成る「市街地再開発準備組合」が正式に設立される※。

理事長として、株式会社コロンバンが選出される。

平成27年9月
再開発準備組合の結成を東京都に届出。受理される。

平成27年10月
再開発準備組合より、近隣住民（主に神宮前六丁目）に対し、

再開発計画の概要について説明

※検討区域内の全ての地権者が加入しているものではありません



Ⅲ まちづくりの再検討について（検討区域）
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再開発が検討されている区

域
位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
明治神宮前駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

表 参 道

明
治
通
り

検討中の区域



ケヤキ並木と沿道のまちなみとの調和の取れた、地区のシンボルとなる商業空間の形成

表参道地区計画

Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の位置づけ）
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ファッショナブルな生活文化のまち／独特の雰囲気を活かした魅力ある空間形成（原宿駅周辺）
住機能に配慮しつつ、商業・業務機能の都市軸にふさわしい景観づくり（明治通り沿道）
魅力ある空間形成（表参道）

渋谷区都市計画マスタープラン（地域別まちづくり方針／神宮前地域）

ファッショナブルな生活文化を創造する魅力ある商業空間の形成
シンボル性の高い、にぎわいのある商業地の形成

神宮前地区まちづくり指針

ファッショナブルでシンボル性の高い、にぎわいのある商業空間の形成

神宮前五・六丁目地区計画

にぎわい創出／ファッショナブル
シンボル性が高い商業空間／街並みとの調和

まちづくりの
方 向 性



Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の課題）
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地区の課題

表 参 道

明
治
通
り

検討中の区域老朽化した建物

明治通り拡幅による
狭小な土地

変形五差路による
歩行者への危険

老朽建物による
防災性の不足

にぎわいの
空白の存在



Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の課題①）
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課題① 明治通りの拡幅による狭小な土地

立地を最大限活かした

土地利用を妨げている

立地にふさわしい
土地利用が必要

拡幅後 写真現状

約36m



Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の課題②）
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課題② にぎわいの空白

にぎわいの空白があ

る

にぎわい創出に課題

検討区域

③③
②②

①①

交通量調査に基づく
ピーク時歩行者数（人／時）

0
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12000

14000

16000

18000

20000 19,134

8,491

13,245

11,060

最も歩行者が多いエリアと
10,000人/時以上の差

検討区域

▲10,643

①① ②② ③③

N



表 参 道

明
治
通
り

Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の課題③）
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課題③ 老朽化した建物の集積

老朽化した建物の集積
防災性の低下

まちの魅力低減

②

①

⑤③

④

番号 主な用途 構 造 築年数

① 店舗 ＲＣ造 48年

② 住宅／店舗 ＲＣ造 50年

③ 公共施設 ＲＣ造 58年

④ 防災倉庫 ＲＣ造 41年

⑤ 住宅 ＲＣ造 35年



Ⅲ まちづくりの再検討について（地区の課題④）
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課題④ わかりづらい変形五差路

交通量調査に基づくイメージ

ピーク時（休日15時台）

約160人が滞留

歩行者と自動車が交

錯

歩行者への危険

区道630号

検討中の区域



Ⅲ まちづくりの再検討について（課題解決に向けて）
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にぎわい創出 ／ファッショナブル
高いシンボル性／街並みとの調和

まちづくりの目標

①明治通り拡幅による狭小な土地

②にぎわいの空白の存在

③老朽建物による防災性の不足

④変形五又路による歩行者への危険

地区の課題

市街地再開発事業によるまちづくり
Solution！

①敷地統合による土地の高度利用

②商業拠点の形成によるにぎわい創出

③機能更新による防災性強化

④街区再編による歩行空間の改善



Ⅲ まちづくりの再検討について（再開発とは）
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第一種市街地再開発事業とは（都市再開発法）

 敷地の統合を行う

 建物を統合し、再開発ビルを建て

る

 公共施設（道路や公園など）の整

備

 民間が主体となって行う

 敷地の統合による土地の有効（高度）利用

 建物の不燃化により防災性が向上する

 都市機能の更新によりまちの魅力向上

イメージ

※国土交通省中国地方整備局ＨＰより



屋上を含めた
緑化の推進

Ⅲ まちづくりの再検討について（再開発の概要）
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再開発の概要

※内容については検討段階のものです

南西側住宅地と表参道をつなぐ
歩行者動線となる敷地内通路の整備

明治通り沿いの小規模宅地を含めた
街区一体化による変形五差路の解消

配置図 断面図

検討中



Ⅲ まちづくりの再検討について（基盤の整備）
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都市基盤の整備

※内容については検討段階のものです

歩行者専用通路を整備

区道623号

6ｍ 6ｍ

4ｍ

区道623号を拡幅（6ｍ）

区道630号現状 検討案

5.4ｍ 5.3ｍ

区道630号



Ⅳ 地区計画の見直しについて
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Ⅳ 地区計画の見直しについて（地区計画とは）
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都市計画（の一種）である

地区のまちづくりの目標／方針を定める

道や公園など、地区の人達が使う施設（地区施設）の整備計画を定める

建築物等の用途／高さ／形態意匠の制限などを広範に定めることができる

地区計画と
は

都市計画とは
土地利用の規制（用途地域など）、都市施設（道路など）の建設、
市街地整備（区画整理／再開発など）に関する計画

法令に基づく手続きを経て定められ、強制力がある

文書（計画書）と図（計画図）で表示される



Ⅳ 地区計画の見直しについて（地区計画の区域）
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現在定められている地区計画の区域

位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

A

B

C

D

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画

表 参 道

明
治
通
り

A B

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画



Ⅳ 地区計画の見直しについて（見直しのたたき台）
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１ 表参道沿道にふさわしくない土地利用を規制し、商業拠点としての発展と
住環境との調和を図る。

２ 建築物の低層階は、店舗や飲食店など集客施設を目的とする用途を導入し、
さらに魅力ある商業空間の形成を図る。

たたき台

表参道地区計画

表参道の欅並木と相俟って日本を代表する商業地として発展してきた表参道沿道の

良好な景観と都市環境の維持増進を図り、さらに魅力あるまちなみにすることを目標とする。

地区計画の目標

土地利用の方針

市街地再開発事業の実施において目指すもの
（街区再編／防災性強化／交差点の改善など）を新たに加える。

市街地再開発事業の実施における土地利用の方針を新たに加える。



Ⅳ 地区計画の見直しについて（見直しのたたき台）
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たたき台

神宮前五・六丁目地区計画（目標）

当地区は、住・商が共存する、緑豊かな落ち着いた魅力あるまちを形づくる地区である。

これまで進めてきた「快適な都市型居住空間の創出」、「ファッショナブルな生活文化の創
造」を発展させ、安全・安心で、人が住み良い、住み続けられるまちをつくっていくとともに、
商業との共存を図り、個性的で、魅力的な美しいまちなみを形成することを目標とする。

地区計画の目標

市街地再開発事業の実施において目指すもの
（街区再編／防災性強化／交差点の改善など）を新たに加える。



Ⅳ 地区計画の見直しについて（見直しのたたき台）
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地区計画の目標を実現するため、神宮前五・六丁目地区にふさわしくない土地利用を規制し、
住宅と商業、文化等が調和した適正な土地利用を図る。区域を４地区に区分し、
各々の地区の特性に応じた土地利用の方針を定める。

Ａ地区－地区特性に応じた良好な土地利用を誘導し、商業・業務施設と調和した良好な
都市型住宅地の形成を図る。

Ｂ地区－明治通り沿道は、ファッショナブルでシンボル性の高い良好な商業地としての
土地利用を図る。また、緑化の推進、隣接地区との回遊性にも配慮し、
落ち着いたまちなみの誘導を図る。

Ｃ地区－地区全体の狭あい道路の解消に努める。また、旧渋谷川沿道は、
住宅と商業が調和した土地利用を図るとともに、
「みどりと水の空間軸」にふさわしい緑豊かなまちなみ景観を創造する。

Ｄ地区－狭あい道路の解消に努めるとともに、良好な住宅地としての土地利用を図り、
安全で安心して住み続けられる緑豊かな居住環境を形成する。

たたき台

神宮前五・六丁目地区計画（土地利用の方針）

土地利用の方針

Ａ／Ｂ地区に、市街地再開発事業の実施における土地利用の方針を新たに加える。



Ⅴ これからの予定
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Ⅴ これからの予定
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※今後変更されることがあります。

27年 28年

1月 2月 3月 4月 6月5月

意
見
交
換
会
（
本
日
）

12月

素
案
意
見
交
換
会

原
案
意
見
交
換
会

案
作
成
・
公
告
・
縦
覧

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
決
定原案公告

意見募集
案公告
意見募集



Ⅵ 意見交換
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